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研究成果の概要（和文）： 

本研究の目的は、袖壁付き柱を有する鉄筋コンクリ－ト建物を対象にして、耐力と靭性を実
用的に評価するモデルを構築することである。平成 19 年度には両側袖壁付き柱部材 8 体、平
成 20 年度には片側袖壁付き柱部材 4 体，平成 21 年度には高強度袖壁付き柱部材 6 体と壁厚さ
が異なる袖壁付き柱部材６体、平成 22 年度には曲げ降伏型 6 体の実験を行い（1/2 スケール、
一部別予算による試験体も含まれる）、基本的な強度・靭性性状を把握するとともに、合わせて
解析的研究も行った。19－21 年度のせん断破壊型の実験にもとづいて、分割累加法によるせん
断強度評価式を提案してその有効性を検証した。22 年度には曲げ破壊型の試験体により、曲げ
強度および曲げ降伏後の靭性を実験的に把握して、終局強度および終局変形が曲げ理論により
ほぼ評価可能であることを検証した。終局変形の計算方法における仮定の絶対値はさらに吟味
する必要があるが、曲げ理論にもとづいて曲げ終局強度および終局変形の相対的な関係を安全
側に評価することが可能であることを検証した。以上の方法は簡略化して耐震診断あるいは２
次設計（部材ランク）の評価法に適用することが可能である。さらに ASFI モデルを袖壁付き
柱に適用する手法を示して、耐力劣化域を含む復元力特性が曲げ理論よりも精度よく評価する
ことが可能になることを検証した。 

 

研究成果の概要（英文）： 
 The objective of the study is to develop practical methods of evaluation the ultimate strength 
and deformability of reinforced columns with wing walls. A series of tests on half-scale 
specimens representing the column members with wing walls have been conducted from 2007 
to 2010 to verify the evaluation methods. Shear tests were conducted in the first three years, by 
which the ultimate shear strengths of the members were identified. The measured shear 
strengths were compared with the calculated strengths based on the conventional design 
formula as well as the new formula proposed by the authors, by which a better correlation was 
observed with the test results of the first series. Flexural tests were conducted for six 
specimens in 2010 to investigate the design details on the ultimate flexural deformability. The 
ultimate deformations are compared with the calculation using the proposed design form 
practice, by which fair correlations are obtained. Axial shear flexure interaction model was also 
applied to the specimens, by which the load deformation relations including the strength decay 
were correlated with more accuracy to the test results. 
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１．研究開始当初の背景 

従来，鉄筋コンクリート造建物における袖
壁付き柱の設計では，袖壁は構造スリットに
より柱から切り離して非構造壁として扱わ
れることが多かった。これは，1 次設計にお
ける許容せん断力，2 次設計における終局強
度や靭性など，実務設計における評価法が必
ずしも明快ではなかったことによる。しかし，
鉄筋コンクリート造建物における袖壁付き
柱は，一般に柱部材に比べて剛性および耐力
が大幅に向上するため，多くの場合で構造物
全体の耐震性能の向上に有効に働くものと
考えられる。これらの状況を踏まえて，設計
式などが整備されつつあるが，終局強度や靭
性に関しては実験データによる検証や評価
方法の理論的な検討は十分であるとはいえ
ず，とくに 2 次設計における部材ランクの扱
いは依然として明快でないままである。 

現在提示されている袖壁付き柱の終局せ
ん断強度の評価方法の考え方は，両端に柱が
ある耐震壁の場合と同様に袖壁を含む全断
面を等価な壁厚に置換してせん断耐力を算
定し，従来の設計式を適用するものである。
袖壁付き柱では端部の壁厚さがせん断強度
あるいは曲げ強度に支配的であるため，この
ような評価法では多くの実験データに対し
て過大評価になり，柱あるいは耐震壁と同様
の余裕度を確保するのは困難である。そこで，
引張側の壁は無視するなど，理論的には必ず
しも明快でない実用評価法が採用されてい
る。 

また，これらの評価式はいずれも柱の実験
式を基本にしており，柱と袖壁の強度寄与に
関する理論的背景あるいは一般性について
は必ずしも安全側の評価とはいえない。また，
降伏変形，限界変形などについても，袖壁付
き柱特有の性状を適切に考慮しうる評価法
が必要であった。そのためには，既往の実験
式を適用して検証するだけでなく，剛性低下，
水平耐力，最大耐力時変形，耐力低下，軸耐
力限界変形などを一貫して理論的に評価し
うるマクロな解析モデルが必要であった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、袖壁付き柱を有する鉄筋
コンクリ－ト建物を対象にして、耐力と靭性
を実用的に評価するモデルを構築すること
である。上記の問題点等を解決するために，
壁と柱の断面を縦（壁長さ）方向に分割して
それぞれのせん断耐力を算出して累加する
方法（分割累加法）などを提案し、実験によ

り検証する。また、曲げ理論により、終局変
形の評価法を定式化して実験により、検証す
る。実験結果と解析結果を統括して、耐震診
断における袖壁付き柱の強度指標、靭性指標、
残存軸耐力の評価法および新築構造物にお
ける靭性保証型の設計法を実用評価式とし
て提案する。 

袖壁付き柱を有する鉄筋コンクリ－ト建
物を対象にして実験的研究および解析的研
究を行う。(1)袖壁付き柱部材の強度と靭性、
残存軸耐力、損傷と変形の関係を実験的に明
らかにする、(2)袖壁付き柱の復元力特性、と
くに最大耐力以降の耐力低下を評価しうる
解析モデルの有効性を検証する、(3)袖壁付き
柱の強度と靭性、残存軸耐力、損傷の実用的
な評価法を提案する、さらに、(4)袖壁付き柱
を含む構造物の耐震性能評価手法、耐震診断
法の妥当性を解析的に確認する。 

 

３．研究の方法 

平成 19 年度には両側袖壁付き柱部材の基
本的な強度・靭性性状を把握するため、耐震
診断における袖壁長さ比およびせん断スパ
ン比をパラメータとした静的繰り返し載加
試験を行った。試験体は曲げ降伏型試験体 4

体、せん断破壊型試験体 4 体である。柱の断
面は 400mm×400mm、袖壁の水平長さは柱
のせいと同じ 400mm，厚さは 100mmとし、
実大スケールの約 1/2 を想定した。平成 20

年度には片側袖壁付柱試験体 4 体（別予算で
他に両側袖壁試験体 6 体）、平成 21 年度は同
様の形状配筋で片側袖壁付き試験体 6体の実
験を実施した。平成 22 年度には曲げ降伏型
の試験体の実験を実施し、配筋詳細，シアス
パン比が曲げ降伏後の変形能力に与える影
響を実験的に明らかにした。 
 
４．研究成果 

19～21 年度はせん断破壊型の実験により、
筆者らが提案した分割累加モデルによるせ
ん断式が妥当であることを検証した。平成 22

年度は曲げ降伏型袖壁付き試験体の実験を
実施して、曲げ理論にもとづく曲げ強度略算
式、終局変形の評価法を提案して、実験結果
との整合性を検証した。また、本実験結果以
外にも既往の袖壁付き柱試験体も含めて実
験データについて整理し、以上の評価手法の
妥当性を検証した。さらに、ASFI モデルを
袖壁付き柱に適用する手法を提示して、復元
力特性が評価可能であることを示した。 
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